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編集後記   

 

大学院博士後期課程の中間発表の要旨を

本号より本誌に掲載することとなった。本

学において博士後期課程が設置されたのは

平成 16 年（2004 年）であるが、これまで

に 14 名に博士（理工学）号が授与された。

本号所載の要旨はそれに続くであろう在籍

者が平成 22 年および 23 年に行った発表に

関するものである。 

本学大学院において博士後期課程に在学

するものについては、年一度の中間発表と

要旨の公表が義務付けられている。これま

では「千歳科学技術大学年報」がその役割

を担ってきた。ただ、年報は大学の経営、

教学の現状、研究活動のすべてを網羅する

ものであり、年々ページ数も増加傾向にあ

ることから、より学術色の濃いものは紀要

発行に伴い移管してはどうかという提案が

あり、協議の結果受け入れることとなった

わけである。 

ただし、お分かりのように大学院全体の

研究領域はフォトニクス研究所の守備範囲

より広くなっている。特に e ラーニングを

はじめとする教育情報関連はフォトニクス

分野の研究者にとってはなじみの薄いもの

であるかも知れないが、逆に記事の掲載を

一つの機会ととらえて協力・融合の一助に

なればと考えている。 

なお、本号巻頭言として、日立製作所、

光協会、最後は本学において、長く光科学

分野で活躍されてきた石田宏司教授にご寄

稿いただいた。併せて感謝の意を表します。

（YK 生） 
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